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自分がデータ分析するもの

テニス

フェデラー対ティソンガーの 2013年の試合。
オーストラリアオープンのセミファイルの
試合から，どのような場合に点数が取れる
のか．サーブを打った場所，ラリーの長さ．
連関規則．



テニスのルール

•ボールを打ち合って相手がミスをしたら自
分にポイントが入るゲーム。

•サーブとレシーブというものがあり、1ゲー
ムごとに交代をする。

•サーブには打つ場所によって得点の入りや
すさがあり、大枠としては、
center,middle,wideの3種類がある。



• https://youtu.be/KHSfk2b_H0Y

https://youtu.be/KHSfk2b_H0Y


分析した項目

・サーブかレシーブ(serve receive)

・ ファーストサーブかセカンドサーブかダブルフォルトか
(first,second,doublefault)

• サーブ場所 (center, middle, wide)

• ラリー回数 (0回,1回,2回…)

• とったかとられたか (win, lose)

• 決め球(サービスエース,寄せて決めるなど）





連関規則を用いて、どのような場合にwin
を得ることができるかを分析。

• lift を用いて分析。

• liftとは（ルールによっての条件を絞った確
率）/(全体の確率)

これを分析することによって点数をとると
いったwinがより起きやすい条件を分析する
ことができる。





•Minlen 5 の時のlift>1の数は２２

•Minlen 6 の時のlift>1の数は4

であったため、Minlen 6が点数を取ると
いったwinを探すには最適と考える。





•テニスはサーブが重要な種目であるとい
われているが、データによってもサーブ
の大切さを学ぶことができた。

もしテニスのプロ選手を目指すのであれ
ばサーブを強化する動きをしたほうが良
い。



ご清聴
ありがとうございました
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